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１ 公安委員会委員の任命について 

 

公安委員会委員（定数３）のうち、本間源基氏が令和７年３月２９日付 
をもって任期満了となるので、警察法（昭和２９年法律第１６２号）第３９  
条第１項の規定に基づき、議会の同意を得て、次の者を任命しようとする

ものである。 

 

 

 

 

      関     正   樹 

 

      昭和３８年５月２７日生 

 

 現住所  茨城県つくば市 
 学 歴    昭和６３年 ３月 成蹊大学経済学部卒業 
 職 歴  昭和６３年 ４月 セコム株式会社入社 
      平成 ４年 ４月 関彰商事株式会社取締役 
      平成 ７年１２月 関彰商事株式会社常務取締役 
      平成１３年１２月 関彰商事株式会社専務取締役 
      平成１５年１２月 関彰商事株式会社取締役副社長 
      平成１７年１２月 関彰商事株式会社代表取締役副社長 
      平成１８年 ３月 茨城県教育委員会委員（３期） 
      平成１８年１２月 関彰商事株式会社代表取締役社長 
      平成２８年 ６月 一般社団法人茨城県経営者協会副会長 
      平成２９年 ６月 公益財団法人茨城県スポーツ協会副会長 
 

 【任命理由】 

公安委員会は、警察行政の民主的運営と政治的中立性を確保するため、 

警察法第３８条に基づき、警察を管理する機関として設置されるもので、

３人の委員をもって組織される。 
候補者は、企業を経営するとともに、一般社団法人茨城県経営者協会

副会長や公益財団法人茨城県スポーツ協会副会長を務めるなど、優れた

見識と幅広い視野を有している。 
公安委員会においては、これらの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、公安委員会委員として適任であり任命しようとする 

ものである。 
－１－ 



２ 茨城海区漁業調整委員会委員の任命について 

 

茨城海区漁業調整委員会の委員（１７名）が、令和７年３月３１日付を 
もって任期満了となるので、漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１３８  
条第１項の規定に基づき、議会の同意を得て、次の者を任命しようとする

ものである。 

 

 

 

 

      飛 田 正 美 

 

      昭和２２年１１月１７日生 

 

 現住所  茨城県東茨城郡大洗町 
 学 歴    昭和３８年 ３月 大洗町立磯浜中学校卒業 
 職 歴  平成２１年 ３月 大洗町漁業協同組合副組合長 

平成２４年 ３月 大洗町漁業協同組合代表理事組合長 

平成２４年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会理事 

      平成２４年 ８月 茨城海区漁業調整委員会委員（３期） 

      令和 元年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事 

会長 

      令和 ２年 ６月 茨城県信用漁業協同組合連合会代表理事会長 
 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事会長や茨城県信

用漁業協同組合連合会代表理事会長を務めるなど、優れた見識と幅広い

視野を有している。 
また、現在、３期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
－２－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      磯 前 昌 宏 

 

      昭和４７年８月１５日生 

 

 現住所  茨城県ひたちなか市 
 学 歴    平成 ９年 ３月 駒澤大学経営学部卒業 
 職 歴  平成 ９年 ４月 三崎魚類株式会社入社 

      平成１０年 ４月 株式会社磯前漁業所入社 

      平成１４年 ６月 株式会社磯前漁業所代表取締役 

      平成１８年 ６月 全国遠洋沖合漁業信用基金協会監事 

      平成２９年 ５月 株式会社ＪＦＩ取締役 

      平成２９年 ６月 那珂湊漁業協同組合代表理事副組合長 

      令和 ２年 ６月 那珂湊漁業協同組合代表理事組合長 

      令和 ２年 ９月 茨城海区漁業調整委員会委員（２期） 
 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、全国遠洋沖合漁業信用基金協会監事や那珂湊漁業協同組合

代表理事組合長を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、２期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      岡 田 英 男 

 

      昭和２２年１月１５日生 

 

 現住所  茨城県ひたちなか市 
 学 歴    昭和３７年 ３月 那珂湊市立平磯中学校卒業 
 職 歴  平成１３年 ６月 磯崎漁業協同組合理事 

      平成２９年 ６月 磯崎漁業協同組合代表理事組合長 

      平成２９年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会理事 

      平成２９年 ９月 茨城海区漁業調整委員会委員（２期） 
 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、磯崎漁業協同組合代表理事組合長や茨城沿海地区漁業協同

組合連合会理事を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、２期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      根 本 経 子 

 

      昭和３１年９月２９日生 

 

 現住所  茨城県ひたちなか市 
 学 歴    昭和５０年 ３月 茨城県立日立第二高等学校卒業 
 職 歴  昭和５１年 ４月 株式会社西武広告入社 

      昭和５６年 ４月 株式会社太平洋住宅入社 

      平成１２年 ２月 茨城県女性漁業士認定 

      平成１９年 ４月 那珂湊漁業協同組合女性部部長 

      平成２０年 ６月 茨城県漁業士会副会長 

      平成２０年 ６月 茨城県漁協女性部連絡協議会委員 

      平成２７年 ７月 茨城県漁協女性部連絡協議会会長 

      平成２８年 ８月 茨城海区漁業調整委員会委員（２期） 

      令和 ５年 ６月 全国漁協女性部連絡協議会監事 
 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城県女性漁業士に認定されるとともに、茨城県漁協女性

部連絡協議会会長や全国漁協女性部連絡協議会監事を務めるなど、優れ

た見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、２期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      宇 佐 美  正  義 

 

      昭和３４年３月１３日生 

 

 現住所  茨城県日立市 
 学 歴    昭和５３年 ３月 茨城県立日立商業高等学校卒業 
 職 歴  昭和５３年 ４月 吉田電材株式会社入社 

      平成２３年 ６月 久慈浜丸小漁業協同組合理事 

      平成２８年 ６月 久慈浜丸小漁業協同組合代表理事組合長 

      平成２９年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会理事 

      令和 ３年 ４月 茨城海区漁業調整委員会委員（１期） 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、久慈浜丸小漁業協同組合代表理事組合長や茨城沿海地区漁

業協同組合連合会理事を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有して

いる。 
また、現在、１期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－６－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      長 岡 浩 二 

 

      昭和３５年９月５日生 

 

 現住所  茨城県鹿嶋市 
 学 歴    昭和５４年 ３月 東洋大学附属牛久高等学校卒業 
 職 歴  平成１９年 ６月 鹿島灘漁業協同組合理事 

      平成２０年 ５月 茨城県遊漁船協議会監事 

      平成２２年 ５月 鹿島灘漁業協同組合遊漁船部会会長 

      平成２２年 ５月 茨城県遊漁船協議会副会長  

      平成２６年 ５月 茨城県遊漁船協議会会長 

      令和 元年 ６月 鹿島灘漁業協同組合代表理事組合長 

      令和 ２年 ６月 茨城県遊漁船協議会顧問 

      令和 ３年 ４月 茨城海区漁業調整委員会委員（１期） 

      令和 ５年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理事 

副会長 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城県遊漁船協議会顧問や茨城沿海地区漁業協同組合連合

会代表理事副会長を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、１期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－７－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      伊   藤     治 

 

      昭和４６年６月１３日生 

 

 現住所  茨城県北茨城市 
 学 歴    平成 ２年 ３月 茨城県立日立工業高等学校卒業 

 職 歴  平成２８年 ６月 大津漁業協同組合理事 

      令和 ５年 １月 大津小型船組合長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、大津漁業協同組合理事や大津小型船組合長を務めるなど、

優れた見識と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      加 藤 左 枝 

 

      昭和３２年９月５日生 

 

 現住所  茨城県東茨城郡大洗町 
 学 歴    昭和５１年 ３月 茨城県立那珂湊第一高等学校卒業 

 職 歴  平成２１年 ４月 大洗町漁業協同組合女性部役員 

      平成３１年 ４月 大洗町漁業協同組合女性部部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、大洗町漁業協同組合女性部部長を務めるなど、優れた見識

と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－９－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      亀 井 比 志 子 

 

      昭和２２年１２月１３日生 

 

 現住所  茨城県石岡市 
 学 歴    昭和４３年 ３月 松阪女子短期大学卒業 

 職 歴  昭和４３年 ４月 新宮市立幼稚園教諭 

      平成 ６年 ４月 石岡市議会議員（３期） 

      平成１９年 ４月 石岡市地域女性団体連絡協議会会長 

      令和 ６年 ４月 茨城県消費者団体連絡会会長 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、石岡市議会議員や茨城県消費者団体連絡会会長を務めるな

ど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１０－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      小 浜 幸 江 

 

      昭和４７年８月１０日生 

 

 現住所  茨城県神栖市 
 学 歴    平成 ３年 ３月 千葉県立銚子高等学校卒業 

 職 歴  平成２９年 ６月 はさき漁業協同組合女性部監事 

      令和 元年 ６月 はさき漁業協同組合女性部部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、はさき漁業協同組合女性部部長を務めるなど、優れた見識

と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１１－ 



 

 

 

 

 

      清 水 信 宏 

 

      昭和３４年１２月８日生 

 

 現住所  茨城県水戸市 
 学 歴    昭和６０年 ３月 水産大学校漁業学科卒業 

 職 歴  昭和６０年 ４月 茨城県水産試験場 

平成２４年 ４月 茨城県水産試験場技佐兼内水面支場長 

平成２６年 ４月 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所長 

平成２９年 ４月 農林水産部水産振興課長 

平成３０年 ４月 農林水産部次長兼漁政課長 

令和 ２年 ３月 茨城県退職 

令和 ４年 ４月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会顧問 

令和 ４年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会代表理 

事副会長 

令和 ５年 ６月 茨城沿海地区漁業協同組合連合会専務理事 

令和 ５年 ６月 茨城県無線漁業協同組合理事 

令和 ５年 ６月 公益財団法人茨城県栽培漁業協会代表理 

事副理事長 

  
【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、昭和６０年の茨城県入庁以来、霞ケ浦北浦水産事務所長や

農林水産部次長兼漁政課長などを歴任し、漁業行政について、優れた見

識と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１２－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      鈴 木 美 佐 子 

 

      昭和３５年３月３１日生 

 

 現住所  茨城県北茨城市 
 学 歴    昭和５３年 ３月  茨城県立高萩高等学校卒業 

 職 歴  平成１３年 ３月  茨城県女性漁業士認定 

      平成２１年 ９月  大津漁業協同組合女性部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城県女性漁業士に認定されるとともに、大津漁業協同組

合女性部長を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      髙 久 美 弥 子 

 

      昭和３８年４月１７日生 

 

 現住所  茨城県水戸市 
 学 歴    昭和５９年 ３月 常磐短期大学食物栄養科卒業 

 職 歴  昭和５９年 ４月 水戸信用金庫入庫 

      平成 元年 ６月 茨城県漁業信用基金協会 

      平成２８年 ４月 茨城県漁業信用基金協会課長補佐 

      平成３１年 ４月 全国漁業信用基金協会茨城支所所長 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、全国漁業信用基金協会茨城支所所長を務めるなど、優れた

見識と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      髙 津 武 弘 

 

      昭和３４年３月３０日生 

 

 現住所  茨城県神栖市 
 学 歴    昭和５２年 ３月 茨城県立波崎高等学校卒業 

 職 歴  平成２９年 ６月 はさき漁業協同組合監事 

      令和 ２年 ６月 はさき漁業協同組合理事 

      令和 ２年１２月 茨城県内水面漁場管理委員会委員（１期） 

      令和 ５年 ６月 はさき漁業協同組合代表理事副組合長 

      令和 ５年 ８月 公益財団法人茨城県栽培漁業協会理事 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、はさき漁業協同組合代表理事副組合長や公益財団法人茨城

県栽培漁業協会理事を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有してい

る。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

      髙 容 子 

 

      昭和５３年１月１０日生 

 

 現住所  千葉県流山市 
 学 歴    平成１７年１２月 北海道大学大学院水産科学研究科博士課程

修了 

 職 歴  平成１８年 １月 北海道大学大学院水産科学研究院学術研究院 

      平成２０年 ８月 ロンドン大学ロイヤルホロウェイ校博士研

究員 

      平成２２年 ４月 東京大学大気海洋研究所日本学術振興会特

別研究員ＰＤ 

      平成２６年 ７月 東京大学大気海洋研究所日本学術振興会特

別研究員ＲＰＤ 

      平成２６年１２月 東京大学大気海洋研究所講師 

平成３０年１２月 東京大学大気海洋研究所准教授 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、東京大学大気海洋研究所准教授を務めており、海洋生物資

源科学などの分野において、専門的な知識や豊富な経験を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１６－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      中 本 弥 生 

 

      昭和４７年３月２９日生 

 

 現住所  茨城県水戸市 
 学 歴    平成１２年 ３月 東京都立大学大学院社会科学研究科博士課

程修了 

 職 歴  平成１２月 ４月 独立行政法人日本学術振興会特別研究員ＰＤ 

      平成１６年 ４月 茨城大学人文学部講師 

      平成１９年 １月 茨城大学人文学部准教授 

      平成２６年 ４月 茨城大学人文学部教授 

      平成２９年 ４月 茨城大学人文社会科学部教授 

      令和 ４年 ４月 茨城大学人文社会科学部学部長 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城大学人文社会科学部学部長を務めており、環境社会学

などの分野において、専門的な知識や豊富な経験を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１７－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      根 本  美 由 紀 

 

      昭和３０年４月３日生 

 

 現住所  茨城県日立市 
 学 歴    昭和４９年 ３月 茨城県立高萩高等学校卒業 

 職 歴  平成１１月 ３月 川尻漁業協同組合女性部副部長 

      平成１３年 ３月 茨城県女性漁業士認定 

      平成２２年 ３月 川尻漁業協同組合女性部部長 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

茨城海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、茨城海区の

区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設置されるもの

で、１７名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城県女性漁業士に認定されるとともに、川尻漁業協同組

合女性部部長を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
茨城海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした役割が

期待できる。 
以上のことから、茨城海区漁業調整委員会委員として適任であり任命

しようとするものである。 
 

－１８－ 



３ 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員の任命について 

 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会の委員（１２名）が、令和７年３月３１

日付をもって任期満了となるので、漁業法（昭和２４年法律第２６７号）

第１３８条第１項の規定に基づき、議会の同意を得て、次の者を任命しよ

うとするものである。 

 

 

 

 

      鈴 木 幸 雄 

 

      昭和２８年６月３日生 

 

 現住所  茨城県かすみがうら市 
 学 歴    昭和４７年 ３月 茨城県立土浦第三高等学校卒業 

 職 歴  平成１２年 ８月 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員（６期） 

      令和 元年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合副組合長理事 

      令和 ４年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合代表理事組合長 
 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、霞ヶ浦漁業協同組合代表理事組合長を務めるなど、優れた

見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、６期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－１９－ 



 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

      海 老 澤  武 美 

 

      昭和２７年６月２５日生 

 

 現住所  茨城県行方市 
 学 歴    昭和４６年 ３月 茨城県立麻生高等学校卒業 

 職 歴  平成１２年 ４月 大和漁業協同組合代表理事組合長 

      平成１４年 ４月 きたうら広域漁業協同組合副組合長理事 

      平成２２年 ６月 北浦地区トロール部会部会長 

      平成２４年 ８月 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員（３期） 

      平成２５年 ６月 きたうら広域漁業協同組合代表理事組合長 
 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、北浦地区トロール部会部会長やきたうら広域漁業協同組合

代表理事組合長を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、３期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２０－ 



 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

      大    﨑      匠 

 

      昭和２５年１０月１３日生 

 

 現住所  茨城県稲敷郡阿見町 
 学 歴    昭和４６年 ３月 茨城県立農業大学校卒業 

 職 歴  昭和５２年 ４月 阿見町入庁 

      平成１４年 ４月 阿見町議会事務局長 

      平成１７年 ４月 阿見町総合保健福祉会館館長 

      平成１９年 ４月 阿見町民生部健康づくり課長 

      平成２０年 ３月 阿見町退職 

      平成２４年 ８月 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員（３期） 

      平成２７年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合理事 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、霞ヶ浦漁業協同組合理事を務めるなど、優れた見識と幅広

い視野を有している。 
また、現在、３期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２１－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      小 原 一 八 

 

      昭和２９年７月７日生 

 

 現住所  茨城県鹿嶋市 
 学 歴    昭和４８年 ３月 茨城県立鉾田第一高等学校卒業 

 職 歴  平成２７年 ４月 きたうら広域漁業協同組合大野支部長 

      平成２８年１２月 茨城県海面利用協議会委員 

      平成２９年 ６月 きたうら広域漁業協同組合副組合長理事 

      平成２９年 ７月 北浦地区トロール部会部会長 

      令和 ３年 ４月 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員（１期） 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城県海面利用協議会委員やきたうら広域漁業協同組合副

組合長理事を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、１期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２２－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      中 泉 義 美 

 

      昭和２５年１１月１１日生 

 

 現住所  茨城県稲敷郡美浦村 

 学 歴    昭和４４年 ３月 茨城県立土浦第三高等学校卒業 

 職 歴  平成２５年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合理事 

      平成２６年 ７月 霞ヶ浦地区トロール部会部会長 

      令和 元年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合副組合長理事 

      令和 ３年 ４月 霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員（１期） 

      令和 ４年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合理事 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、霞ヶ浦地区トロール部会部会長や霞ヶ浦漁業協同組合副組

合長理事を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
また、現在、１期目であり、適切に職務を果たしており、引き続き、

これまでの経歴を生かした役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２３－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      石 本 恵 子 

 

      昭和３８年８月１０日生 

 

 現住所  茨城県石岡市 

 学 歴    昭和５７年 ３月 茨城県立石岡商業高等学校卒業 

 職 歴  昭和５７年 ６月 中心山荘 

      昭和５７年 ９月 割烹旅館いづみ荘 

      平成１６年 ４月 割烹旅館いづみ荘女将 

      平成２９年 ４月 茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合女将の

会幹事 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合女将の会幹事を務める

など、優れた見識と幅広い視野を有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２４－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      坂 本 隆 夫 

 

      昭和３４年２月２６日生 

 

 現住所  茨城県行方市 

 学 歴    昭和５２年 ３月 茨城県立麻生高等学校卒業 

 職 歴  平成１８年１２月 株式会社ヤマニ代表取締役社長 

      平成２５年 ４月 麻生漁業協同組合理事 

      令和 ４年 ９月 麻生漁業協同組合副組合長理事 

      令和 ６年 ５月 麻生漁業協同組合代表理事組合長 

      令和 ６年 ７月 霞ヶ浦地区トロール部会副部会長 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、麻生漁業協同組合代表理事組合長や霞ヶ浦地区トロール部

会副部会長を務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２５－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      菅 澤 英 子 

 

      昭和３１年５月１日生 

 

 現住所  茨城県かすみがうら市 

 学 歴    昭和５０年 ３月 茨城県立筑波高等学校卒業 

 職 歴  平成１０年 ４月 かすみがうら市漁業協同組合 

      平成２２年 １月 霞ヶ浦漁業協同組合 

      平成２５年 ４月 霞ヶ浦漁業協同組合事務長 

      令和 ５年 ６月 霞ヶ浦漁業協同組合退職 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、霞ヶ浦漁業協同組合事務長を務めるなど、優れた見識と幅

広い視野を有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２６－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      樽 見 由 紀 

 

      昭和４５年１２月１０日生 

 

 現住所  茨城県かすみがうら市 

 学 歴    平成 ２年 ３月  シオン短期大学卒業 

 職 歴  平成 ９年 ２月  有限会社タルミ 

      平成２８年１２月  有限会社タルミ役員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、企業の役員として、養殖に関する識見を有するとともに、

優れた見識と幅広い視野を有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２７－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      戸 田 弘 美 

 

      昭和３６年１１月８日生 

 

 現住所  茨城県かすみがうら市 

 学 歴    昭和５７年 ３月 村田簿記学校卒業 

 職 歴  昭和５７年 ４月 株式会社出羽屋商店 

平成 ２年 ８月 株式会社出羽屋取締役 

      平成 ６年 ７月 株式会社出羽屋代表取締役社長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、企業経営者として、水産加工に関する識見を有するととも

に、優れた見識と幅広い視野を有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２８－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      中 山 晴 代 

 

      昭和５８年１０月２２日生 

 

 現住所  茨城県つくば市 

 学 歴    平成２３年 ３月 筑波大学大学院生命環境科学研究科博士後

期課程修了 

 職 歴  平成２３年 ４月 独立行政法人日本学術振興会特別研究員ＰＤ 

平成２６年 ４月 国立研究開発法人国立環境研究所生物・生

態系環境研究センター研究員 

      平成３１年 ４月 国立研究開発法人国立環境研究所生物多様

性領域主任研究員 

 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、国立研究開発法人国立環境研究所において、主任研究員を

務めており、藻類額などの分野において、専門的な知識や豊富な経験を

有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－２９－ 



 

 
 
 
 

 

 

 

 

      古 家 晴 美 

 

      昭和３５年１月４日生 

 

 現住所  茨城県つくば市 

 学 歴    平成 ５年 ３月 筑波大学大学院博士課程歴史人類学研究科

修了 

 職 歴  平成 ５年 ４月 財団法人民俗学振興会特別研究員 

平成 ８年 ４月 東京家政学院大学人文学部非常勤講師 

      平成１０年 ４月 筑波女子大学国際学部講師 

      平成１４年 ４月 筑波女子大学国際学部助教授 

平成２２年 ４月 筑波学院大学准教授 

      平成２８年 ４月 筑波学院大学経営情報学部教授 

      令和 ６年 ４月 日本国際学園大学教授 

 

 

 

 【任命理由】 

霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会は、漁業法第１３６条に基づき、霞ケ

浦北浦海区の区域内における漁業に関する事項を処理する機関として設

置されるもので、１２名の委員をもって組織される。 
候補者は、筑波学院大学経営情報学部教授や日本国際学園大学教授を

務めるなど、優れた見識と幅広い視野を有している。 
霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会においては、これらの経歴を生かした

役割が期待できる。 
以上のことから、霞ケ浦北浦海区漁業調整委員会委員として適任であ

り任命しようとするものである。 
 

－３０－ 


